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※児童生徒結果－教員結果・保護者結果

教員 児童生徒 保護者 教員 児童生徒 保護者

① 100 91 89.5 -9 100 88 85 -12

② 100 94 -6 100 88.9 -11.1

③ 100 93 -7 100 91.7 -8.3

④ 100 100

100 92.7 89.5 -7.3 100 89.5 85 -10.5

① 80 100

② 100 100

教員 児童生徒 保護者 教員 児童生徒 保護者
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①②③④の平均が
中間・・・８５％以上
期末・・・９０％以上

児童は、自分・学級・学校がより良くなるよ
うに考えて行動している。 ・①②③④いずれも、教員アンケー

トの結果は100％であったが，児童は
89.5％，保護者は85％で，前回より
も微減している。学校ビジョンの
「めざす児童像」「めざす教師像」
の実現に向けて、授業力・生徒指導
力・学級経営力の向上・行事や「学
校会議」等の取組を行ったが、目標
達成をすることができた。

・中間より児童、保護者とも微減した。
児童アンケートでは、負の回答の児童が
やや固定化している。今後も、一人一人
の見取りを丁寧にすることで、引き続き
学校ビジョンの「めざす児童像」「めざ
す教師像」の実現に向けて、自分のよさ
に気づいたり、教師が児童の頑張りやよ
い行動を価値づけたりすることで、自己
の成長をメタ認知させていきたい。ま
た、行事や「学校会議」等の取組も大切
にし、クラスや学校の自治力を高め、人
間関係づくりを推進していく。

児童は、互いに認め合い、協働しようとして
いる。

教師は、児童の良さを認め、意欲を引き出す
よう努めている。

教師は、授業力・生徒指導力・学級経営力の
向上に努めている。
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①②の平均が
中間・・・９０％以上
期末・・・１００％以上

80時間越えゼロに向け、時間外勤務の削減に
取り組んでいる。 超過勤務が80時間を超えた職員は４

月に１名であった。4～6月の超過勤
務時間平均は32時間で、昨年度の45
時間より減少した。放課後の児童対
応を必要なことのみに整理するなど
し、さらに、9～11月は31時間へと減
少した。

担任業務、教材研究の時間確保のた
め、日課や支援員の配置等の見直
し、校務の平準化等を進め、やりが
いのある職場としていく。ガイドラ
インの月45時間、年360時間を意識し
た効率的な働き方を一人ひとりに意
識させる手立てを続ける。

学校組織の中で自分の役割が明確であり、創
意工夫しながら取り組むことができている。
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①②の平均が
中間…８５％以上
年度末…９０％以上

研究主題に迫る目指す授業スタイルを共有
し、単元（授業）構想シートなどの具体的な
取組を共通実践している。 ②は、年度末の目標指標を達成する

ことができた。９～12月の間に一人1
回研究授業と授業整理会を行うこと
ができたからである。
①は、達成できなかったが、研究授
業を重ねるごとに単元構想の大切さ
や「共通の軸」についての理解を深
められた。研究授業ではできたもの
の、日々の授業にいかすところはま
だ不十分であるとの認識をもってい
ることが要因として考えられる。

今後も一人1回以上研究授業をするこ
とを続けていく。
取り組みの提案・実施・検証を少し
短いスパンで行うことを通して、学
校研究の推進につなげていきたい。

授業研究では、教職員一人一人が子供の姿を
語ったり、改善案を示したりするなど主体的
に取り組んでいる。
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①⑤⑥の平均が
中間…８０％以上
年度末…９０％以上

児童生徒は、課題の解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいる。

⑤⑥は年度末の目標指標を達成する
ことができた。⑤では、特に算数科
において1時間の授業展開の中に本時
の学習の習熟を確かめられる適用問
題を入れることを共通理解して授業
をすすめていった。そのことによっ
て「（問題を解くことが）できた」
と思う児童が増えたからだと考えら
れる。⑥の結果からは、各学年の学
習用端末の利用がすすんでいること
がわかる。

①②③④は、90％を達成することが
できなかった。課題解決に向けて自
分の考えを持つことはできるが、積
極的な発言や話し合い活動の充実を
通して思考を深めたり広げたりする
ことに手立ての工夫が必要だと感じ
た。

課題解決に向けて意欲的な児童が増
えてきたことから、より学習を深め
る手立てが必要だと考える。学習を
深めるには話し合いが必要不可欠で
あること、4年生の学習意欲の伸びと
話し合い活動への前向きな姿勢が全
校の学習の良いモデルになることを
踏まえ、3学期には4年生の話し合い
活動を参観する機会を設ける。その
参観をきっかけに全学年が自学年の
話し合い活動を見直し、何が実践で
きるかを考え、授業で実践してい
く。
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年度末…９０％以上

指導計画の作成に当たっては、学校の教育目
標の実現に向け、各教科等の教育内容を教科
横断的な視点で組み立てている。

学
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方
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①②の平均が
中間…８０％以上
年度末…９０％以上

児童生徒が自分で学ぶ内容や学び方を決める
など、工夫して取り組めるような活動を行っ
ている。

児童生徒は、学級の友達との間で話し合う活
動を通じて，自分の考えを深めたり，広げた
りすることができている。

児童生徒は、自分の考えを発表する機会で
は，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や
文章，話の組み立てなどを工夫して発表して
いる。

児童生徒は、話し合う活動では、話し合う内
容を理解して、相手の考えを最後まで聞き、
友達の考え（自分と同じところや違うとこ
ろ）を受け止めて自分の考えを伝えている。

児童生徒は、振り返る活動の中で、授業の目
標に沿って自分の学びの変容を実感したり，
学びに対する達成感を得られたりしている。

児童生徒は、コンピュータなどのICT機器を、
他の友達と意見を交換したり、調べたりする
ために使用している。

数値・アンケート結果
（％）

※差

〇なりたい姿に向かってチャレンジできる子
〇自分や友達のがんばりや成長を見つけたり、応援したりできる子
〇自分で考えてすすんで行動（学習）できる子
〇他者と話し合い、問題を解決したり、新しい考えを生み出したりできる子

達成状況の分析

中間 年度末
数値・アンケート結果

（％）
※差 達成状況の分析 改善策

・①②の平均割合が教職員アンケー
トでは目標値に達することができた
が、児童アンケートでは、年度末の
目標値に達することができなかっ
た。

・①については、家庭学習がんばり
週間の児童のふり返りを還元し、め
あてに対する計画の立て方や修正の
仕方、振り返りの仕方などを示し、
どの学年も意識して取り組めるよう
にしたが、児童の実感がまだ足りな
かった。もう少し早い時期に良い手
本を示し、学び方を意識させられる
取り組みにしていく。
・②については、教員間で活用方法
を共有するための研修会を継続して
開き、授業や行事など教育活動の
様々な場面に取り入れていく。

児童生徒が自分の特性や理解度・進度に合わ
せて課題に取り組む場面では、児童生徒一人
一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機
器を活用している。

集計

・①②③④の平均割合が年度末目標
指数の90%以上を上まわり、目標値に
達することができたが、③④の達成
の割合が減少し、学力向上の取り組
みや小中連携での課題が見られる。

・③学力調査で、自校採点と結果の
点数の差が大きい問題を分析し直
し、全教員と共通理解を図り、２学
期以降の授業改善につなげてきた
が、まだ不十分であった。領域な
ど、範囲を絞って具体的な対策を考
えていきたい。
・④他校の校内研修参加や授業参観
など積極的に連携を図っていった
が、今後は全教職員に研修や参観で
学んだことを還元できる環境を整え
ていきたい。

児童生徒や学校、地域の実態を捉えて教育課
程を編成し、実施し、評価して改善を図る一
連のＰＤＣＡサイクルを確立している。

全職員が学力向上の取組の目的や意義を理解
し、課題の解決を期待できると納得して共通
実践に取り組んでいる。

校区の小・中学校間で学力について情報交換
し、課題について共有している。(小中連携）

集計


